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Î 油性残留物（スラッジ及び他の油性残留物）の収集及び処分
11 油性残留物の収集
船内に保留されている油性残留物（スラッジ及び他の油性残留物）の量。油性残留物の量は、
毎週記録すべきである（注１）。（これは、航海が一週間以上続く場合には、油性残留物の量が週
に一回記録されなければならないことを意味する。）

記録すべき項目のリスト
Ì 燃料油タンクへのバラストの積込み又は燃料油タンクの洗浄
１ バラストを積み込んだタンクの識別記号
２ タンクは、油の積載があつた後に洗浄したかしなかつたか。洗浄しなかつた場合には、タンク
に積載していた油の種類
３ 洗浄の過程
.1 洗浄の開始時における時刻及び船舶の位置並びに完了時における時刻及び船舶の位置
.2 一又はその他の方法が採用されたタンクの識別記号を表示すること（すすぎ、蒸気洗浄、化
学洗剤による洗浄（使用された化学洗剤の種類及び量））。

.3 洗浄水を移し替えたタンクの識別記号
４ バラストの積込み
.1 バラストの積込みの開始時における時刻及び船舶の位置並びに終了時における時刻及び船舶
の位置

.2 タンクが洗浄されていない場合には、バラストの量（立方メートル）
Í 燃料油タンクからの汚れたバラスト又は洗浄水の排出
５ タンクの識別記号
６ 排出の開始時における船舶の位置
７ 排出の完了時における船舶の位置
８ 排出中の船舶の速力
９ 排出方法
.1 15ppm装置を通ずる排出
.2 受入施設への排出

10 排出量（立方メートル）

ＩＯＰＰ証書を保持する船舶については、油記録簿第Ò部は、少なくとも英語、フランス語又はス
ペイン語で記載する。旗国の公用語も使用される場合において、記載の不一致があるときは、当該公
用語による記載が優先する。
油記録簿第Ò部は、合理的なときはいつでも容易に検査することのできるような場所に備えるもの
とし、乗組員のいない被えい航船の場合を除くほか、船内に備える。油記録簿第Ò部は、最後の記載
をした日の後三年間保存する。
締約国の政府の権限のある当局は、この附属書の適用を受ける船舶が自国の港又は沖合の係留施設
にある間は、当該船舶に備えられている油記録簿第Ò部を検査することができる。当該権限のある当
局は、当該油記録簿第Ò部の記載の写しを作成することができるものとし、また、当該船舶の船長に
対しその写しが当該油記録簿の記載の真正な写しであることを証明するよう要求することができる。
このように作成された写しであつて油記録簿第Ò部の記載の真正な写しとして当該船舶の船長が証明
したと認められるものは、いかなる訴訟手続においても、その記載が述べている事実の証拠とするこ
とができる。この第17規則の規定に基づいて権限のある当局が行う油記録簿第Ò部の検査及び当該権
限のある当局が証明した写しの作成は、航海に不当な遅延を生じさせることのないようできる限り速
やかに行う。

Ñ 油除去装置の状態
19 装置が故障した時刻（注４）
20 装置が作動可能な状態になつた時刻
21 故障の原因

Ò 事故その他の例外的な油の排出
22 排出の時刻
23 排出時における船舶の位置又は場所
24 油の概量及び種類
25 排出又は流失の状況及び原因並びに一般的記述

Ó 燃料油又はばら積みの潤滑油の積込み
26 積込み
.1 積込みの場所
.2 積込みの時刻
.3 燃料油の種類及び量並びにタンクの識別記号（追加された量（トン）及びタンクの総量を表
示すること。）

.4 潤滑油の種類及び量並びにタンクの識別記号（追加された量（トン）及びタンクの総量を表
示すること。）

.1 タンクの識別記号

fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl

.2 タンクの容量

fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl

立方メートル

.3 保留している油性残留物の総量

fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl fl

立方メートル

12 油性残留物の処分方法
処分された油性残留物の量、空のタンクの識別記号及び保留している油性残留物の量を表示す
ること。
.1 受入施設への排出（港名を表示すること。）（注２）
.2 他のタンクへの移替え（タンクの識別記号及びタンクに保留されている油性残留物の総量（立
方メートル）を表示すること。）

.3 焼却（総焼却時間を表示すること。）

.4 その他（方法を表示すること。）
Ï 機関区域のビルジの非自動的な排出又は他の方法による処分
13 排出量又は処分量（注３）
14 排出又は処分の開始及び停止の時刻
15 排出又は処分の方法
.1 15ppm装置を通ずる排出（開始時及び終了時における位置を表示すること。）
.2 受入施設への排出（港名を表示すること。）（注２）
.3 スロップ・タンク又は貯留タンクへの移替え（タンクの識別記号、移し替えた量及びタンク
に保留している総量（立方メートル）を表示すること。）

Ð 機関区域のビルジの自動的排出又は他の方法による処分
16 15ppm装置を通ずる排出のために装置を自動作動方式にした時刻及び船舶の位置
17 ビルジを貯留タンクに移し替えるために装置を自動作動方式にした時刻（タンクの識別記号を
表示すること。）

18 装置を手動にした時刻
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